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家蠶卵殻の構造に就て
On the structure of chorion of the silkworm egg.

宮坂收

緒　　　雪

　最近家鑓卵人工卿化法の普及に作ひ人工卿化法の原理の探究が多撒の墨者によりてなされる

に至つた。署者も象獄の卵殻の組織が入二1二卵『化に如阿なる關係があるかを知るの節一歩として

家獄卵殻の1，2郷剖墨的調査をそ「1つたので蝕に報告する次卵であるo本調査に常り本校教授佐

藤博士及び山口助教授の御教示を得、叉瀕村一一・彦JE及び荘崇蕊嫌1より多大の御援助を受けたこ

とを蝕に二？桀謝するo

1　卵殻面の斑紋

　卵殻1而の斑紋に就いては小縣金策氏が研究され種々なる斑紋型に分類して居る。澱近挫億灘

氏も3ヒ那廣束地方の特殊温種を用ひ斑紋と勇弍孔等に就き詳細に調査して居る。著者の槻察に

よれぱ卵穀碕の斑紋は表両申心部は小1縣氏の報告の如く各摂吊種特有の集團斑紋をなして居

る（第一圃）。申心部は以．ヒの如く集團斑紋をなしてゐるが外側面に行くに随ぴヨ峡1紋は不朋瞭

となり品種特有の斑紋は見ることが川來ぬ（第：二陶滲照）。rl．i心部の規則正しき斑紋はHaema・

b⊃xylin，　Haemalum等の染料に非常によく染色し，　Eosi11，　Fuchsin等の染料には染色しないo

Haematoxylin，　Haema1um等では前述の女rlく中心部の斑紋は良く染色し、納外側の不13正則な網

剛伏斑紋の1超隔溝も朋瞭に染色しうる。Eosin，　Fuchsin類は皆一様に謝絶するがために鎮槍に

は不便であるが、之は卵殻の内暦迄がEosin，　Fuchsin等で一様に良く染色せられるからである。

11氣　　　孔

　鏑孔は羅卵の呼吸する孔であると云はれ卵の瑚圃全面に分布しその分布状態は」二下爾衷πllll」

央部に密度が梢稀薄に．側方に行くに随ひ密度を糟加するが最外側面は叉猫少いQ

禦翻1幅副糊醐1最タト伽榔　棚、椰伽，罪伽i’F、i・　1’）kj
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　前述の斑紋の内部には決して氣孔は見られす、斑紋集團の朋園に分布してゐる。（第三…三1側i滲jI（t）

精孔附近の菊花欣斑紋中には氣孔は見られない。（魏…三備13滲照，氣孔の方ll、1はただ斜行でな

く凡て卵の中心黙に向つて居る。（第三・鋼1購il滲照）即氣孔の長さは一剛建でなく卵殻暦の厘さ

と同檬のもの或は長きもの等不同呑ある。中心部の氣孔1・よ短かく第五圃の如く鏡槍の際には…
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黙に見える。外側部に行くに随ひ斜行し長さを増加し最タド部では再び短かく中’盛・郡と同様一黙

の如く見える。氣孔の卵蔵贋通過の方法は卵殻表面の開孔部は梢廣く氣孔の太さの2倍位とな

り侵入するに随ひ細くなり内面に開孔するが、内面は禰螺旋形となり曲折し侵入し開孔する。

（第六圃滲照）

　次に氣孔の数はr顧によ舅廼なるもので次衷の如くである。

　　　　　　　　　　　　　　風；烈囎憾蕪螺慧ユ灘ゴ’貨’欄瓢禦珊田　　氣孔敬調査は豫め

鎧　品　種

國羅日一號1

國懲口・・一’・一〇號

國獄丈十四號

園銀支一〇六號
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一一一一一＝一＝＝茸 @　　染色せる卵を2分

　　　　　し、何之れを細片

21・93　　　　としその数を顯徴

　　　　　鏡にて敷へたもの

20．81　　，

で5粒～1乱均であるo

卵殻表τ酊積調査は

9ドを2分しP日殻を

重釈箇所無き様

C。ver　glaH9で鵬

27．13　　しZeiclienokular

　　　　　をもつて圖示し之

一．＿＿＿
@　　　　　　　才しをプラ：メNタ

　　　　　一一で表圃積を測定

27、27　　　し光もので，30粒

　　　　　ユド均であるQ

36．97

　以上の表によつて見るに氣孔微は叉系統別にも大体一定の傾向を示すものの如くである。歌

洲種の如きは個体により10535の多くを数へたものもあるが之は叉卵殻衰町積の大なる爾めの

みでなくその一定面頂の氣孔撒の割合も他晶種より大である。

　　　　　　　　　　　　　　XII卵殼麿の厚さ

　卵殼層の厚さは卵の生盟上は勿論人：〔旦1馴ヒ［二殊に塩酸入工卿化施行ヒ大なる關係を有するも

のではないかと考へ又浸酸の際に屡々潰卵を見ることがあるが之等潰卵の一四として卵穀癬の

薄厚の關係があるのではないか、3く品種により卿化し難いものがあるが之等も品種的1殴質のみ

ならす卵殻厨の薄厚に關係するもではないかとの見地より本訓査を行つた。卵殻暦の調杏には

先づ舞1殻のみをHaernatりxyliuで豫め染色し、　Fuchsinをもつて複染するのであるが卵殻暦

は非常に難染性なる故加熟染（色をなした。之れを硬度の高いparafR1ユに封じ切J　1”としmicro－

meter．をもつて厚さを測定した。
　　　　　　　　　L・・肺HVt±krTTt－＃rttPtvr＝”：ttrrt＝’一層f「’xr‘一一e＝’w；＃m”－dtnM煽TP＝ve罪一tvcu「一r＃tNbStrtv－H一

島頼一鰹沒驫M轟、膿、，撫選　嵌睨る奴il瞬種最麟
離，瑠　。．灘　。，。，δ～ilt一旙§罰く皮鞭之れに殖鵬酬臓も
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一一…一一一　　厚いo國鍛1三1八號の摩v、のは日
離・一一・剛・・…S・　°・°1s°°．＿°墜姓，：i｛1　iF欧醐定種なる禰めであら

．國翻支十四號 0．OIS9．　0 0．020SS ゜・°18°⑪

@う。剛灘嚇セ畝瑠化の際
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鰍國支一一・〇六號

國闘歌十八號

國霊置i三1入・號

國獄支一〇六號
死　　　　　卵

國獄日八號
人工卿化死卵

0．⑪1634

　　0．02142

　　0．02356

1・・・・…「・薇・に死拶Pを」1文つて厚・酬定蝿

　　。，。2、68t－’nd。．。，rに蜘ヒ狛・卿　囎が鵬か

O．02520

0．01515　　　　0．〔｝1800

に薄いことは興1朱ある蛮實であ
0．0鋤00　　　v

　　　　　㊨0
0・0ユ260　　　術卯殻謄は卵の部分的に厚薄

・・・・・・・ @・・・…61・，・・…　賄い撫ある．鰍暦噂さ
備考卵翻の厚さは30粒を鋤1駄賊蹴定鞠したものである。tま肪轍の保護淵慶姉∫によつ
　て大いに異なつて居る。帥ち次表の如くであるのO

上漢後の保護灘度と卵殻の厚さ

個体

1 1　・．雌　　・．・編

保護温度2300
6月17FLL駿
7月4日搬蛾
蜥期1用工8口

o．o驚δ

保護温度　250e
6月17円上籏
7月2日獲蛾
蠕期間IG日

o．。ヨδδ

保護灘度30°G
6月17日上蕨
6月29日磯蛾
蜥期購1131‘1

o．011諾
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Sl・…6・1・・塑一　・…8・「…繭【一
・」L塑r・鯉1。・δ・6s　6’：…6T「　・．・16・

　　　　　材料、　國澱「1ユ1｛〕號　数蛾L匿

一俵の姐，23°C及び25°Gの保護¢・ものが轍暦最も厚く泊I」ち23。C・25・Cの保1輝

が卵鰻の分泌が朗であるIC・kるものであらう。之れに反し30・C・Bcesk　16・Cのものは薄く

即ち分泌が不良であるによるものであらう。帥ち1二藤後の保護盗度如何によつて卵穀暦の分泌

に關係し随つて卵の生理、人コ1卿化等にも種々影響するものと考へられる。

次ぎに上振後の保護源慶と卵の大いさを調査したが次表の如くである。

上毅後の僻賭渡と9E・1の穴いSLの關係

¶，一門剛一一’m－． @一層1用凹層「tt’t心曲　　一r…　　．　・t－・r・凹闇・R・．一＿　　．　　＿－　　－無一hnv’・

｛lfil　Hg　　　　　　　　　　I

1

2

，3

4

1，辱1縫靴翻購艶諺評醗警臨脇騨
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　憎’『pm　　　　　　　　　｝一imp，H－　　　　・一一一
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5

6

7

8

9
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耶　　　均

1．312510，9975
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　非5・雅斗　前表と同様

卵の大さはイ羅搬の嫡によつて著し騰黙齢灘だ醸の低き脚ヲ齢小にし稿

き程大となる傾きがある。

　　　　　　　　　　　　　　　酊　卵　　殻　　厨

5畷附陳知られだ繍く表暦・謄内re　xりなつ、て居る・之れはSecti・・の際罎々鋤

圖の如俵層囎と内rG．或ひは刻量ど階内駅、3贋が分離して差弓るのを見るeとがあ

る。之れ瞳そらく鰍暦の・リかン分泌の際に脚的欄により三暦となるもの拷へ

られる。叉HaematoxylinとFuchslnにて重染する際に内・中暦はFuchsinにて可染であ

るが表暦は難染である。反封に表暦はHaematoxylin　e・Cて表面のみ（色素の吸着的）染色す

るが榔染色によ帳中内蹴明瞭に識別出來る。内暦は第一圃のxtnく同心［rm勺に分布し沖

灘捌蹴が分布し蠣は殆んど離透噸をして居る・裾の内敵i¢小劇鰍の多くの小
禰が分布してゐるが之は卵内容の翻龍防ぐものと云はれて居る。（靴圃滲照）

　　　　　　　　　　　　　　　　　v　精　　　孔　　　　　　　　　’

精孔に就いては川嚇弧騰詳氏等によ嬬細醐究されてll号るが瀦の‘rw察によれ購

孔の菊花歌斑紋は品種により多少異なるも大略8～13辮位にして日一一（⊃脱・支一〇六號の如

きは6～8辮の少なきものもある。（第ブL圃1滲照｛）精孔は卵殻の表面では1孔働るが直に藪孔に

分裂をなし放射1伏に外方に出て再び内方に届曲し卵穀内面に開子Lする。（第八岡滲照）精孔附近

の卵殻暦は他暦と非常に異なり粗造の構遣にして淡黄色を呈し内面に梢々突出して居る。菊輩

歌斑紋が着色せる如く見えるのは前記の淡黄色の粗造性構燈によるためと思はれる。次ぎに精

孔の・1轍撒少なきは1本より多きは5～6本のもの鋤・1融によつても一建しないが略・1～3

本、3～4本、5～6本、の如く分類禺來る。（策九圃滲1照）3～4本を有するもの最も多獄で5～6本

を有するものは極めて少な“。次ぎに第十圃の如く異li犬形を有するものがあつたが、著者の観

察の中5馴及精孔は國獄1≡1七號に最も多く見た。叉飯Wの中にも異歌形精孔を多く見た。殊に飯

Wは精孔の内面が厚く輻伎の不坦月瞭のものがある。捜精の際に多精轟槻敦のあるはおそらく此

の隔枝の敷の多きによるものではあるまいか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　摘　　　要

　卵殻の斑紋は品種により異なつて居る。卵の中心部の斑紋はr捌僚にして晶種特有の斑紋を有

しv外側圃に行くに随ひ斑紋は不明瞭な綱El状となる。夢1臓表「酊斑紋はHaematoxylinにて

よく染色出來るが卵殻内厨はFuchsin　により非常に鮮明に染る。氣孔撒は鍛品種により非常

に異なり【欧洲種に多く10000以」：を数へた個休もあつた。鼠孔は卵の中心に尚ぴ斜入して贋

る’故に二長さは一・定しないo　卵面の中心部に率肯稀薄にして側両に密度大であるo卵殻層の厚さ
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は品種によ曝なり・二雌は一脚こ薄く，死卵も叉伽・f頃きがある。．喉後の保繊胤度女嗣

は轍の厚さ彫響を有するが9Piの大きさには闇係が少ない。殻卯贋はS・ctb。のi鰻々3暦

に分離する。叉染色により3暦より放るを知る。精孔の菊花欺斑紋の辮蜘柔温覆により激を異

にして居る・棚Lの翻蝋は多きは5～6本少なきは1～2木の個休もあるth・　3～4本の，蹴

が木部分である。輻伎には非常IC異状型をなし屈曲侵入せるものもある。

　　　　　　　　　　　　　　　（於　上田獄綜專門県咬）

　　　　　　　　　　　　　　　　女　　　献

1・　木暮横太・日本鍛綜離蹄誌　第1谷第1號昭和5年

2・　小縣金策、衣笠鐵報．昭和七寧

’3．　　JII口榮作、　動il勿導～蒋憺誌　38　（1926）

4・牲慮騨、仲燈農工製校研：究報告　第3巻　多霧1號（1935）

　　　　　　　　　　　　（憂理昭和10年7月31日）
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